
香宗川 治水事業の沿革

＜流域の概要＞

香宗川は、香南市香我美町別役峠（標高292ｍ）に源を発し、高知県の穀倉
地帯高知平野の東端を土佐湾に向かって南西に流下している。下流部の岸本
付近では、浜堤により行く手をさえぎられ海岸線に沿って大きく西進し香南市吉川町でUターンして東
流し、土佐湾に注いでいる。

この香宗川は流域面積60.6平方キロメートル、幹川流路延長19.5ｋｍに過ぎないが、流域である香
南市の香我美、野市､赤岡､吉川の各旧町村の自然、社会、経済、文化の基盤をなしている。

しかしながら、流域は氾濫の歴史でもあり、河積不足と蛇行、多数の井堰の影響で「香宗川が溢れ
るには雨が三粒降ればよい」といわれたほどである。

＜治水事業の概要＞

この、「雨が三粒降れば良い」といわれた香宗川は、戦後、災害復旧による河口部の導流堤や、地
盤変動対策事業で下流部の拡幅、護岸工事を実施してきたが、いずれも抜本的な治水対策には至
らなかった。そこで昭和41年より中小河川改修事業として本格的な河川改修事業に着手し、昭和46
年より最大の懸案であった香宗川放水路の開削工事に着工し、昭和51年出水期前に概成した。

その後、上流河道の改修を促進し、昭和63年には香宗川本川工区Ｌ＝5400ｍの改修を終え、平成
2年には放水路河口処理（導流堤、防潮堤）が完成した。さらに残る支川山北川工区Ｌ＝3600ｍの改
修を促進し今年度をもって香宗川広域基幹河川改修事業が完了する見通しとなった。この間、４２年
の歳月と総事業費約９６億８千万円を要した大事業であった。

＜関連する他事業＞

この河川改修事業の着手と共に、流域左岸ではこの機を失せずと昭和42年より県営第1号の圃場
整備事業、かんがい排水事業が採択され施工されることとなった。これにより６堰の３堰統合可動
化、・内水排水ポンプの設置、また昭和48年からは水田転換特別対策事業による圃場嵩上げが行
われた。また右岸では、古川、江見､土居、清水川の４排水機場が順次整備され、内水対策が図られ
た。これらの諸事業は、香宗川河川改修事業とりわけ放水路の開削という高知県土木史に残る大事
業によりはじめて可能となったものである。

最後に用地提供して頂いた地権者の皆様をはじめ、事業に協力頂いた地域住民の皆様、関係機関
の方々に心から感謝申し上げます。
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仙頭 義寛
高知県香南市は、高知県の中央部に位置し、平成１８年

３月１日旧香美郡南部の５か町村が合併して誕生した、面
積約１２６平方キロメートル、人口約３万４千人の新市です。

県都高知市の東約１８キロにあり、高知龍馬空港に隣接
し、高知自動車道にも近く、利便性に優れ、南部地域は太
平洋に面する海岸と肥沃な平野が東西に広がり、中部地
域には低山が連なる中に自然豊かな里山環境があります。
また、北部地域は標高約３００～６００メートルの四国山地
の一部を構成する山林が広がっております。

本市は温暖な気候に加え、年間降水量は県下でも少な
い地域であることから、古くから野菜の早出し栽培に取組
み、野菜や果物のハウス栽培が盛んであります。緑豊か
な森林環境と変化に富む海岸、多様な自然環境に恵まれ
ております。

旧香我美町の西北部秋葉山系とその東部の山々から
流れ出る香宗川は、流域住民に限りない恩恵と母なる川
として親しみを持つ川であります。しかしながら洪水となる
と様相を一変しその驚異は計り知れないものがあります。

特に本県は台風銀座といわれ、原始河川である香宗川は、
台風や集中豪雨により堤防の決壊や越流で、約６００

ヘクタールの水田が一瞬にして冠水し農産物に多大な被
害を与えるとともに、生活基盤である住宅約２００戸が床上
床下浸水、多いときには一年間で十数回の被害を受けま
した。

そして昭和３８年の出水を契機に、昭和４１年度より香宗
川の河川改修事業に着手、河道掘削、築堤、護岸整備等
を進めてきました。しかしながら、事業期間中も度々浸水
に見舞われ、近年では平成５年７月台風５号により床下浸
水２７戸、平成１０年９月豪雨により床下浸水６戸の被害を
受けました。そのような経過を経て、平成１９年度をもち、
長年浸水被害に悩まされてきた流域住民にとって待望の
事業完了となった次第です。この香宗川広域基幹河川改
修事業におきまして、長年にわたり協力をいただいた、国
土交通省、高知県、用地を提供いただいた流域住民のみ
なさま、行政関係者に心からの感謝とお礼を申し上げます。

なお高知県を初め四国地方全域は、今後３０年間で５２％
以上の確率で、南海地震、東南海地震が発生すると予測
されております。完成から３２年もたっている「岸本放水路
の水門」は、老朽化しており、予測されております地震、津
波災害には耐えられないではないかといわれており、今後
とも国土交通省の皆様には、さらなるご協力をお願いいた
します。

香宗川下流域に広がる町並 甘くておいしい！山北みかん


